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︻
備
蓄
品
︼

　

災
害
の
長
期
化
や
自
宅
避
難
に
備
え
、

目
安
と
し
て
、
１
週
間
分
く
ら
い
の
水
や

食
料
、
ま
た
加
熱
す
る
た
め
の
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
や
電
源
を
使
わ
な
い
暖
房
器
具
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︻
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
︼

　

食
料
の
備
蓄
法
と
し
て
、
普
段
家
庭
で

使
用
し
て
い
る
食
品
を
「
消
費
」
と
「
補
充
」

の
サ
イ
ク
ル
で
備
蓄
す
る
、
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
防
災
用
の
長
期
間
保
存
で
き
る
食
品

で
な
く
て
も
、
普
段
買
っ
て
い
る
も
の
で

十
分
備
蓄
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

備える

消費する買い足す

　

今
夏
か
ら
、
こ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、

今
後
は
、「
警
戒
レ
ベ
ル
４
、
避
難
勧
告
を

発
令
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
と
３
種
類
の
避
難
情

報
を
組
み
合
わ
せ
て
発
信
し
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
、
各
レ
ベ
ル
と

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
非
常

時
の
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
な
ど
の
「
モ

ノ
の
準
備
」
と
、
情
報
収
集
や
危
険
箇
所

の
確
認
、
適
切
な
避
難
行
動
な
ど
の
「
ヒ

ト
の
準
備
」
の
両
面
か
ら
備
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

︻
非
常
時
持
ち
出
し
品
︼

　

左
図
の
よ
う
な
物
品
を
リ
ュ
ッ
ク
に
ま

と
め
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所
に
置
い
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
両
手
が

ふ
さ
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
②
必
要

最
小
限
の
荷
物
に
す
る
こ
と
の
２
点
で
す
。

　生き残るための備えを　

　
　
︻
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
︼

　
　
　

避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
（
高
齢

　
　
　

者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
乳
幼
児

　
　
　

等
）
や
身
の
危
険
を
感
じ
る
人
は

　
　
　

避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　

そ
の
他
の
人
は
、
い
つ
で
も
避
難

　
　
　

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い

　
　
︻
避
難
勧
告
︼

　
　
　

災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
　

指
定
避
難
所
や
近
く
の
安
全
な
場

　
　
　

所
へ
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い

　
　
︻
避
難
指
示
（
緊
急
）︼

　
　
　

こ
の
時
点
で
避
難
し
て
い
な
い
人

　
　
　

は
、
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　

外
出
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
危
険

　
　
　

が
あ
る
場
合
に
は
、
建
物
内
の
よ

　
　
　

り
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い

避
難
行
動
、
避
難
情
報
な
ど
の
関
係
を
知

り
、
適
時
適
切
な
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
に
お
い
て
は
、
公
的
機

関
の
助
け
「
公
助
」
が
行
き
届
か
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が「
自
助
」で
す
。

他
者
を
助
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
自
分
の

命
を
守
る
方
策
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
、
次
の
２
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

地
震
の
よ
う
に
、
発
生
を
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
災
害
は
事
前
の
備
え
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
事
前
に
あ
る

程
度
発
生
が
予
測
で
き
る
大
雨
な
ど
の
災

害
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
早

め
の
避
難
行
動
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
指
定
し
て
い
る
避
難
所
は
、
現
在

35
カ
所
あ
り
、
気
象
状
況
に
応
じ
て
開
設

す
る
避
難
所
を
決
定
し
ま
す
。

　

夜
間
に
暴
風
雨
と
な
る
予
報
の
場
合
は
、

明
る
い
時
間
帯
に
開
設
し
、
早
め
の
避
難

に
備
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
開
設
や
避
難
情
報
な
ど
の
情

報
は
、
各
家
庭
の
防
災
行
政
無
線
や
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏオ

ー

に
よ
る
放

送
の
ほ
か
、
小
浜
市
防
災
メ
ー
ル
や
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
も
発
信
し
て
い
ま
す

（
Ｐ
４
参
照
）。

　
「
気
象
情
報
」
や
「
河
川
の
水
位
」
な
ど

を
基
に
発
令
す
る
避
難
情
報
に
は
、
緊
急

性
に
応
じ
て
次
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
台
風
の
接
近
が
予
測
さ
れ
る

場
合
、
基
本
的
に
次
の
よ
う
な
流
れ
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
状
況
な
ど
に
応
じ
て
対
応
す
る
た

め
、
必
ず
右
図
の
と
お
り
に
な
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
穏
や
か
な
時
間
帯
で
も
、

早
め
の
対
応
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
に
注
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

   

避
難
所

   

情
報
の
発
信

   

３
種
類
の
避
難
情
報

   

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル

   

災
害
を
知
る

   

事
前
に
備
え
る
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【５段階警戒レベルと避難情報等】

※
飲
料
水
や
食
料
品
な
ど
、
備
蓄
物
資

　

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
際

　

は
、
で
き
る
だ
け
持
参
し
て
く
だ
さ
い

一
、　
地
震
な
ど
、
発
生
を
予
測
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
な
い
災
害

二
、　
大
雨
な
ど
、
事
前
に
あ
る
程
度
発

　
　

生
が
予
測
で
き
る
災
害

〈
行
政
が
発
令
す
る
避
難
情
報
〉

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル５ すでに災害が発生している状況です
命を守るための最善の行動をとりましょう

災害発生情報
〔市が発令〕

警戒レベル４
全員避難

速やかに避難所へ避難しましょう。移動が危険な場合は、近
くの安全な場所や、宅内のより安全な場所に避難しましょう

避難勧告、避難指示（緊急）
〔市が発令〕

警戒レベル３
高齢者等は避難

高齢者など避難に時間を要する人と、その支援者は避難
を開始し、それ以外の人は避難の準備を整えましょう

避難準備・高齢者等避難開始
〔市が発令〕

警戒レベル２ 避難に備え、ハザードマップなどにより、自らの避難
行動を確認しましょう

大雨、洪水注意報
〔気象庁が発表〕

警戒レベル１ 最新の気象情報に注意するなど災害への心構えを高めましょう 警報級の可能性
〔気象庁が発表〕

　

国
で
は
、
過
去
の
災
害
を
踏
ま
え
、
住

民
な
ど
が
情
報
の
意
味
を
直
感
的
に
理
解

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
防
災
情
報
を

５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
示
す
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

   

自
助 

ー
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
ー

   

台
風
接
近
時
の
市
の
対
応

   

モ
ノ
の
準
備

緊急性高

　近年、全国で大きな災害が頻発するようになっ

ています。

　防災の知識を深め、日ごろからしっかりと備え

て、適切な行動ができるようにしましょう。

災のススメ防

■問い合わせ　生活安全課☎ 64・6006

（持ち出し品の例）

（ローリングストック法）

昭和 28 年台風 13 号で発生した豪雨災害（湯岡橋）

災害の状況や気象情報 行政の対応や避難情報

台風接近が予測される場合 情報収集

注意報・警報発表 市内パトロール

事態の進展が
予測される場合

災害対策本部等設置
避難所開設

災害の被害発生が
予測される場合

避難情報の発令
○避難準備・高齢者等避難開始
○避難勧告  ○避難指示（緊急）



︻
生
か
さ
れ
な
い
避
難
情
報
︼

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
問
題
と
な
っ
た
の

が
、
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
避
難
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
避

難
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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︻
防
災
行
政
無
線
︼

　

市
か
ら
避
難
情
報
や
避
難
所
の
開
設
状

況
な
ど
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
戸

別
受
信
機
が
し
っ
か
り
受
信
し
て
い
る
か

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︻
防
災
メ
ー
ル
︼

　

登
録
制
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

市
が
配
信
す
る
「
小
浜
市
防
災
メ
ー
ル
」、

県
が
気
象
情
報
や
河
川
の
水
位
な
ど
を
配

信
す
る
「i-am

e

（
ア
イ
ア
メ
）
メ
ー
ル
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、
津
波
、

揺
れ
や
す
さ
（
地
震
）
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い

る
場
所
の
近
く
に
は
ど
う
い
っ
た
危
険
が

あ
る
の
か
を
、
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
確
認
し
て
、
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︻
浸
水
深
の
把
握
︼

　

危
険
箇
所
の
一
例
と
し
て
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
る
浸
水
深
の
把
握
が
あ
り
ま
す
。

　

浸
水
深
が
0.5
㍍
〜
２
㍍
未
満
の
区
域
で

は
、
１
階
部
分
が
浸
水
す
る
た
め
、
避
難

所
な
ど
へ
避
難
す
る
ほ
か
、
２
階
以
上
に

避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
垂
直
避
難
）。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
情
報

収
集
に
よ
り
気
象
や
災
害
の
状
況
を
把
握

し
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
を
得
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

①
１
つ
の
手
段
に
頼
ら
ず
、
複
数
の
手
段

　

で
手
に
入
れ
る
こ
と

②
情
報
は
待
っ
て
い
て
も
手
に
入
ら
な
い

　

た
め
、
自
分
か
ら
取
り
に
い
く
こ
と

の
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

︻
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︼

　

天
気
予
報
や
台
風
情
報
な
ど
を
確
認
し

て
、
避
難
行
動
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
河
川
の
水
位
や

雨
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
き
ま
す
。

︻
正
常
性
バ
イ
ア
ス
（
正
常
化
の
偏
見
）︼

　

避
難
し
な
い
理
由
に
、
防
災
用
語
が
分

か
り
に
く
く
、
意
味
が
理
解
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
や
、
人
間
の
持
つ
心
理
的
な

要
因
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
が
、「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
呼
ば

れ
、
危
険
に
直
面
し
て
い
る
特
異
な
状
況

で
も
、
日
常
生
活
の
延
長
上
の
出
来
事
と

し
て
捉
え
て
し
ま
う
心
理
的
な
傾
向
で
す
。

　

こ
の
傾
向
に
よ
り
、
危
険
が
迫
り
、
避

難
情
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て
い
て
も
、
大

丈
夫
で
あ
る
と
楽
観
視
し
て
し
ま
い
、
避

難
行
動
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
正
常
性
バ
イ
ア
ス

か
ら
抜
け
出
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

︻
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
︼

　

本
当
に
災
害
が
発
生
す
る
と
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
る
の
か
、
過
去
の
事
例
な

ど
か
ら
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
災
害
は

ひ
と
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の
身
に
い
つ

降
り
か
か
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

︻
地
域
ぐ
る
み
で
避
難
︼

　

避
難
行
動
を
促
す
上
で
、
声
を
掛
け
合
っ

て
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
が
有
効
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
間
の
心
理
と
し
て
、
近
隣

の
人
が
避
難
を
始
め
る
と
、
自
分
も
避
難

し
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

集
団
の
行
動
に
従
お
う
と
す
る
心
理
を
「
同

調
性
バ
イ
ア
ス
」
と
い
い
ま
す
。

　

実
際
に
町
内
会
で
声
を
掛
け
合
い
避
難

し
た
こ
と
で
、
全
員
が
難
を
逃
れ
ら
れ
た

と
い
う
例
が
あ
り
、
同
調
性
バ
イ
ア
ス
が

う
ま
く
働
い
た
事
例
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
周
り
が
避
難
を
し
な
け
れ
ば
、

避
難
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
人
も
行
動
に

移
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、

誰
も
が
率
先
し
て
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

防
災
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

①
防
災
の
知
識
を
蓄
え
る

②
事
前
に
準
備
を
し
て
お
く

③
適
切
に
判
断
し
、
行
動
す
る

こ
の
３
つ
が
必
要
で
す
。
で
き
る
こ
と
か

ら
継
続
的
に
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
い
つ
大
き
な
災
害
に
直
面
し

て
も
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
災

害
へ
の
危
機
意
識
を
高
め
、
防
災
力
を
身

に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

浸
水
深
が
２
㍍
を
超
え
る
区
域
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
か
３
階
以
上
の
建
物
な

ど
へ
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
前
に
把
握
し
た
浸
水
深
に
基
づ
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
行
動
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︻
冠
水
後
の
危
険
箇
所
︼

　

左
の
写
真
の
よ
う
に
、
道
路
が
冠
水
す

る
と
段
差
や
側
溝
な
ど
が
見
え
な
く
な
り
、

避
難
す
る
上
で
大
変
危
険
で
す
。
降
雨
や

夜
の
暗
闇
な
ど
の
悪
条
件
が
さ
ら
に
重
な

れ
ば
、
よ
り
一
層
の
危
険
が
伴
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
危
険
箇
所
を
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
な
る
前
に
早
め

の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【浸水深と建物の関係図】

【小浜市洪水ハザードマップ】

メール配信の登録はこちら

小浜市防災メール（市配信）

https://mail.cous.
jp/bousaiobama/

http://i-ame.ame.
pref.fukui.lg.jp/

i-ame メール（県配信）

市公式 SNS

フェイスブック

https://www.facebook.
com/city.obama/

https://twitter.
com/obama_city

ツイッター

インターネットサイト

福井県地方気象台
http://www.jma-net.go.jp/
fukui/

小浜市公式ホームページ
http://www1.city.obama.
fukui.jp/

福井県河川・砂防総合情報
http://ame.pref.fukui.jp/

浸
しんすいしん

水深

洪 水 や 内 水 氾 濫 に
よって、市街地や家
屋、 田畑が水で覆わ
れることを浸水とい
い、その深さ（浸水
域の地面から水面ま
での高さ） のことを
浸水深といいます

野木川堤防決壊（若狭町）

平成 25 年台風 18 号の被害

土砂災害（忠野） 飛川橋流失（下中井）

   

適
切
な
避
難
行
動

   

情
報
収
集

   

危
険
箇
所
の
把
握

   

ま
と
め

   

ヒ
ト
の
準
備

平成 25 年台風 18 号の冠水被害（水取一丁目）
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若宮八幡神社の祭礼で地元小学生らが平和を祈
願する「浦安の舞」を奉納（谷田部・4 月 29 日）

椎村神社の祭礼が営まれ、てんぐが作物を荒らす獅子
を退治し災いをはらう「王の舞」を奉納（若狭・5 月 5 日）

小浜神社の例祭「お城祭り」で笛や太鼓に合わ
せて舞う雲浜獅子を奉納（城内一丁目・5 月 3 日）

「ふるさと小浜 M
ミ ラ イ

IRAI 事業」で松崎市長が今富・
加斗小学校で出前授業を実施（今富小・4 月 19 日）

市社協の事業で若狭東高生徒や遠敷保育園園児、
ボランティアなどが交流（若狭東高校・5 月 9 日） 「蘇洞門開き」の安全祈願で県内外の乗客約 100

人を乗せた遊覧船が運航（内外海半島沖・4 月 20 日）

第 39 回 OBAMA 若狭マラソン大会で約 2,100 人
のランナーが健脚を競う（千種一丁目・4 月 28 日）

心安らかな平和を祈る

てんぐに扮し獅子退治

勇壮な舞を堂々披露

考えよう！地域素材を生かしたまちづくり

まちなか彩る花苗植えて多世代交流 若狭に春の幕開け告げる

京を目指した先人たちの思い体感

陽光に包まれ若狭路駆ける

Photo フォトニュース

News鯖街道体験ウオーキングで 10 代から 80 代までの
44 人が 2 日かけて約 36㌔を踏破（住吉・5 月 11 日）

「釜炒り茶づくり」で市内外の約 30 人が茶摘み
や釜炒りなどの作業を体験（忠野・5 月 12 日）

伝統の製法を体験

宗像神社の祭礼「西津七年祭」で「余興」と呼ばれる
出し物が３日間かけ地区内を巡行（新小松原・5 月 4 日）

スマート農業実証 本格的にスタート

大祭に捧ぐ演舞華やかに

若狭東高生活創造科 3 年生 7 人が薬膳研究の一環
でランチメニューを考案・販売（忠野・4 月 20 日）

春を感じる彩り豊かな薬膳ランチ

若狭の恵、京大、市などでつくる実証チームが自動運転田
植え機による省力化などの実証を開始（本保・4 月 27 日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報イ
ベ
ン
ト

くらしの情報

募
集

しりつとしょかん おはなしかい

とき　6 月 8 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

■市立図書館　今月のイベント
■問い合わせ　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

▼
と
き　
６
月
22
日
㊏
①
10
時
〜
、
②
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
上
映
作
品
　「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ

　

し
く
お
願
い
し
ま
す
」（
字
幕
付
き
）

▼
内
容　

87
歳
の
認
知
症
の
母
親
を
介
護

　

す
る
95
歳
の
父
親
…
高
齢
の
両
親
の
姿

　

を
、
監
督
で
あ
る
娘
が
泣
き
な
が
ら
撮

　

っ
た
１
２
０
０
日
の
記
録

▼
料
金　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
学
生
〜

　

高
校
生
５
０
０
円

▼
主
催
　
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

おばま児童文学会「風夢」の

おはなし会

とき　6 月 22 日㊏ 11 時〜

おばま児童文学会「風夢」の

大人が楽しむお話会

とき　6 月 23 日㊐ 14 時〜

ブックトークと
暑中見舞いのはがき作り

とき　 6 月 15 日㊏
         10 時 30 分〜
対象　中学生以上
定 員　15 人（ 前日までに 
           申し込みが必要）
料金　無料
持ち物    筆ペンがあれば持っ
       　てきてください

①、②それぞれのおはなし会
の後に、みんなで折り紙のカ
タツムリを作ります。

　

今
年
も
御み

け
つ
く
に

食
国
大
使
の
大お

お
さ
わ澤
昭し

ょ
う
じ二
さ
ん

（
丸
善
食
品
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・ 

大

阪
市
東
住
吉
区
）
か
ら
プ
ロ
野
球
観
戦
の

招
待
状
が
届
き
ま
し
た
。
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
18
日
㊐

　
　
　
　
オ
リ
ッ
ク
ス
vs
ロ
ッ
テ
戦

　
　
　
　

８
時
30
分
食
文
化
館
集
合

　
　
　
　

19
時
10
分
帰
着
予
定

　
　
　
　
（
13
時
試
合
開
始
）

▼
と
こ
ろ　

京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
（
大
阪

　

市
西
区
）

▼
募
集
人
数　

40
人
（
市
民
２
人
１
組
で

　

20
組
、
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
料
金　

無
料

▼
応
募
期
間　

６
月
１
日
㊏
〜
６
月
30
日
㊐

▼
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
代
表
者
と

　

同
伴
者
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
、
氏
名
、
年

　

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
（
応
募

　

は
１
人
１
回
限
り
）

▼
応
募
先　

〒
９
１
７
−０
０
８
１　

小

　

浜
市
川
崎
３
−４　

食
の
ま
ち
づ
く
り

　

課　

プ
ロ
野
球
観
戦
ツ
ア
ー
係

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

　

し
、
結
果
は
は
が
き
で
全
員
に
通
知

　

し
ま
す

※
昼
食
、
夕
食
と
も
弁
当
付
き

御
食
国
大
使
か
ら
の
特
別
招
待
企
画

プ
ロ
野
球
観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
in
京
セ
ラ
ド
ー
ム

食
の
ま
ち
づ
く
り
課
☎
53
・
１
０
０
０

　

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総
務
省

が
設
置
し
た
通
信
制
大
学
で
、
年
齢
・
職

業
に
関
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
学
べ
ま
す
。
次
の
と
お
り
10
月

入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
15
日
㊏
〜
９
月
20
日
㊎

▼
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
福
井
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
ア
オ
ッ
サ
７
階
・
福
井

　

市
）
☎
０
７
７
６
・
22
・
６
３
６
１

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

市
で
は
、
国
の
各
省
庁
が
実
施
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
に
お
い
て
、
対
象
の

世
帯
や
事
業
所
に
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
整
理
な
ど
を
行
う
「
統
計
調
査
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
は
、
各
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際

に
、
改
め
て
登
録
し
た
調
査
員
に
依
頼
し

統
計
調
査
員

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
会

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

　

日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
部
小
浜
市
地

区
で
は
、「
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員

養
成
講
習
会
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

水
の
事
故
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め
、

プ
ー
ル
や
海
で
の
留
意
点
、
水
中
か
ら
の

救
助
法
や
応
急
手
当
て
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ま
す
。

※
年
度
に
よ
っ
て
調
査
の
数
な
ど
が
違
う

　

た
め
、
通
年
で
仕
事
が
あ
る
も
の
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
統
計
調
査
業
務

　

に
関
心
が
あ
り
、
責
任
感
の
あ
る
20
歳

    

以
上
の
人

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日
㊎

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

　

は
市
民
協
働
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

　

狩
猟
免
許
試
験
が
次
の
通
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

狩
猟
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
減
少
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

狩
猟
を
行
う
に
は
、
狩
猟
免
許
試
験
に

合
格
し
、
県
に
狩
猟
者
登
録
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
11
日
㊐
９
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

リ
ブ
ラ
若
狭（
若
狭
町
中
央
）

▼
対
象　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
条

　

件
あ
り
）

　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
種
類　

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、

　

第
二
種
銃
猟

▼
申
込
期
限　

６
月
28
日
㊎

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
４

▼
と
き　

６
月
22
日
㊏
、
23
日
㊐
い
ず
れ
も

　

13
時
〜
21
時
、
６
月
24
日
㊊
９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
（
北
塩
屋
）

▼
対
象　

15
歳
以
上
で
一
定
の
泳
力
が

　

あ
る
人

▼
受
講
料　

２
２
０
０
円（
教
本
・
保
険
代
）

▼
申
込
期
限　

６
月
14
日
㊎

※
筆
記
用
具
と
昼
食
（
夕
食
）
を
持
参
し
、

　

水
泳
と
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

　

て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
お

よ
び
耐
震
改
修
工
事
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象　

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら

　

れ
た
、
地
上
３
階
以
下
の
木
造
住
宅

▼
支
援
内
容

【
耐
震
診
断
に
対
す
る
補
助
】

　

次
の
プ
ラ
ン
に
応
じ
て
、
個
人
負
担
額

を
超
え
た
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

①
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
（
一
般
診
断

　
法
）　
個
人
負
担
１
万
円

②
耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
（
伝
統
耐
震

　
診
断
法
）　
個
人
負
担
２
万
３
７
６
０

　

円（
消
費
税
増
税
後
は
２
万
４
２
０
０
円
）

【
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助
】

　

改
修
の
種
別
に
応
じ
て
、
費
用
を
支
援

し
ま
す
。

①
全
体
改
修
　
補
助
限
度
額
80
万
円

②
部
分
改
修
　
補
助
限
度
額
30
万
円

③
伝
統
的
な
古
民
家
の
改
修
　
補
助
限
度

　

額
１
５
０
万
円

▼
申
し
込
み　

６
月
３
日
㊊
か
ら
先
着
順

　

※
予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け
。
到
達

　
　

次
第
終
了

▼
申
込
方
法　

都
市
整
備
課
の
窓
口
に
て

　

申
し
込
み

※
プ
ラ
ン
の
内
容
や
補
助
要
件
な
ど
、
詳

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
７
１

夜間のＨＩＶ（エイズ）検査を実施します
■問い合わせ　若狭健康福祉センター☎ 52・1300

　ＨＩＶ検査普及週間（６月１日〜７日）に合わせて、夜間検査を実
施します。検査で早期発見・早期治療につなげましょう。
▶と　き　６月３日㊊ 17 時 15 分〜 19 時 15 分
▶ところ　若狭健康福祉センター（四谷町）
▶内　容　血液検査
※感染の心当たりのある日から 3 ヶ月以上経ってから受検してください
※同時に B・C 型肝炎ウイルス検査も受けられます
★夜間検査以外に、 定例のエイズ検査・肝炎検査も実施中
　 毎月第 1・第３月曜日　９時〜 10 時 30 分

　

９
月
に
開
か
れ
る
全
国
女
性
落
語
大
会

へ
の
出
場
申
し
込
み
を
、
６
月
１
日
㊏
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

　

①
予
選
会　

９
月
21
日
㊏
12
時
30
分
〜

　

②
決
勝
大
会　

９
月
22
日
㊐
13
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
①
働
く
婦
人
の
家（
大
手
町
）

　
　
　
　
　
②
ま
ち
の
駅
・
旭
座
（
白
鬚
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
資
格　

日
本
語
が
話
せ
る
女
性
。年
齢
、

　

国
籍
、
経
歴
は
不
問

▼
演
目
　
古
典
・
創
作
は
問
わ
な
い
が
、

　

公
共
の
場
で
上
演
で
き
な
い
内
容
は
含

　

ま
な
い
こ
と

▼
申
込
期
限
　
８
月
10
日
㊏
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
文
化
会
館
内
）

ち
り
と
て
ち
ん
杯
全
国
女
性
落
語
大
会

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

　
歯
周
病
検
診
の
案
内
を
対
象
者
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
対
象　

本
年
度
に
40
歳
ま
た
は
50
歳

　

に
な
る
人

▼
受
診
期
間　

10
月
31
日
㊍
ま
で

▼
費
用　

３
０
０
円

▼
申
し
込
み　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

歯
周
病
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

同居や空き家の活用を応援します！

「小浜市住まい支援事業」の実施について

　市では、多世帯の同居・近居や定住促進を目的に、住宅の新築・購入・改修や、空き家の購入・
改修などについて支援を行います。
■申し込み　６月３日㊊から先着順　※予算の範囲内で受け付け。到達次第終了
■申込方法　都市整備課窓口にて申し込み

【多世帯近居支援型】

　■対　象　新たに直系親族と近居する人

　■補助額

　①新築住宅の建設・購入

　　対象費用の１／２（上限 15 万円または 30 万円）

　②中古住宅の購入

　　対象費用の２分の１（上限 50 万円）

【子育て世帯・移住者支援型】
　■対　象　空き家の購入または改修を行う、
　　　　　　子育て世帯または移住者
　■補助額　対象費用の１／３（上限 50 万円）

【多世帯同居支援型】
　■対　象　多世帯同居を行う住宅を改修する人
　■補助額　対象費用の１／２（上限 80 万円）

■問い合わせ 　都市整備課☎ 64・6071

※ 上記以外にも、対象となるための条件があります。詳しくは市公式ホームページを参照、または都市整備課まで
　 問い合わせてください

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
健
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

６
月
19
日
㊌
田
烏
漁
協
組
合
（
田
烏
）

　
　
　

24
日
㊊
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南
川
町
）

　

７
月
12
日
㊎
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜
（
遠
敷
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・

　

前
立
腺
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

検
査
、
骨
検
診

　

※
６
月
19
日
は
胃
・
子
宮
頸
・
乳
が
ん

　
　

検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

健
診
日
の
10
日
前（
定
員
有
）

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

い
き
い
き
健
診
（
女
性
限
定
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き　

７
月
１
日
㊊

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
）、
Ｂ
・

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
骨
検
診

▼
申
込
期
限　

健
診
日
の
10
日
前

い
き
い
き
健
診
（
日
曜
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き　

７
月
７
日
㊐

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・

　

前
立
腺
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　

検
査
、
骨
検
診

▼
申
込
期
限　

健
診
日
の
10
日
前

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
（
は
が
き
）
を
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

本
年
度
に
41
歳
、
46
歳
、
51
歳
、

　

56
歳
、
61
歳
に
な
る
人
で
、
こ
れ
ま
で

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と

　

が
な
い
人

▼
利
用
方
法　

は
が
き
裏
面
の
日
程
表

　

を
参
照
し
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南

　

川
町
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
無
料
ク
ー
ポ
ン

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

健
康
・
福
祉

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
１

回
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
内
容　

現
受
給
者
が
６
月
分
以
降
も

　

引
き
続
き
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い

　

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
前
年
所
得
や

　

養
育
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
す

▼
提
出
期
限　

７
月
１
日
㊊

　
※
現
況
届
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

児
童
手
当
「
現
況
届
」
提
出
を

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

ウ
ィ
ッ
グ
・
補
整
具
の
購
入
費
用

子
ど
も
未
来
課

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
お
よ
び

寡
婦
を
対
象
に
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
25
日
㊐
〜
11
月
30
日
㊏
の

　

期
間
中
の
土
・
日
（
全
22
回
）

▼
と
こ
ろ　
【
講
義
】
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー

　

ム
小
浜
（
遠
敷
）【
演
習
】
若
狭
医
療

　

福
祉
専
門
学
校
（
美
浜
町
）【
実
習
】

　

指
定
福
祉
施
設

▼
定
員
　
20
人

▼
受
講
料
　
７
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
期
限
　
６
月
28
日
㊎

▼
申
込
先
　
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

会
長
小こす
み角
さ
ん
☎
52
・
６
６
５
１
ま

　

た
は
子
ど
も
未
来
課
ま
で

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

介
護
職
員
初
任
者
研
修

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　
各
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間
　
各
校
の
夏
休
み
期
間
中
の
毎
週

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
８
月
13
日
㊋
〜
15

　
日
㊍
を
除
く
）

▼
対
象
　
夏
休
み
中
、
仕
事
な
ど
で
保
護

夏
休
み
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
の
人
権
擁
護
委
員
の
日
に
ち

な
み
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権

相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
１
日
㊏
10
時
〜
18
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
料
金　

無
料

特
設
人
権
相
談

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

市
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
の
水
道
週
間

に
ち
な
み
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
の
無
料
取

り
替
え
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
を
希
望
す
る
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
水
と
湯
が
同
時

に
出
る
混
合
栓
な
ど
、
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
蛇
口

の
種
類
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
で
交
換
す
る
人
に
は
、
無

料
で
パ
ッ
キ
ン
を
渡
し
ま
す
（
１
人
５
個

ま
で
）。

※
井
戸
水
の
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
に
つ
い
て

　

は
、
取
り
替
え
・
パ
ッ
キ
ン
提
供
の
対

　

象
外
で
す

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
去
年
申
し
込

　

ん
だ
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い　

▼
申
込
期
限　

６
月
７
日
㊎

▼
取
替
予
定　

６
月
中
旬
以
降

蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
無
料
取
り
替
え

上
下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
９

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
地
方
法
務
局
小
浜

　

支
局
☎
52
・
０
２
３
８

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

小
浜
警
察
署
協
議
会
委
員
の
委
嘱

小
浜
警
察
署
☎
52
・
０
１
１
０

　

警
察
署
協
議
会
と
は
、
地
域
の
人
た
ち

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
警
察
署
の
業
務

運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
機
関
と
し

て
、
公
安
委
員
会
が
委
員
を
委
嘱
す
る
も

の
で
す
。

　

小
浜
市
か
ら
は
次
の
３
人
が
、
福
井
県

公
安
委
員
会
か
ら
４
月
１
日
付
け
で
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
２
年
間
）。

■
上う

え
た田
博ひ

ろ
し士
さ
ん
（
生
守
）

　

小お
が
わ川

朝あ
さ
こ子

さ
ん
（
中
井
）

　

工く
ど
う藤
ふ
さ
子こ

さ
ん
（
福
谷
）

　

者
が
家
庭
に
い
な
い
市
内
小
学
生

▼
料
金
　
１
万
６
０
０
０
円
（
ひ
と
り
親

　

家
庭
の
人
は
１
万
１
０
０
０
円
）

▼
申
込
期
限
　
６
月
14
日
㊎

▼
申
込
方
法
　
子
ど
も
未
来
課
に
設
置
の

　

申
請
書
を
同
課
へ
提
出

※
ク
ラ
ブ
ご
と
の
受
け
入
れ
人
数
に
は
限

　

り
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い

　

が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
ウ
ィ
ッ
グ
（
か

つ
ら
）
や
補
整
具
の
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

①
県
内
に
住
所
が
あ
る

　

②
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受

　
　

け
た
、
ま
た
は
現
在
受
け
て
い
る

　

③
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
な
ど
外
見
の

　
　

変
化
に
対
す
る
補
整
具
が
必
要

　

④
こ
れ
ま
で
本
事
業
の
助
成
を
受
け
て

　
　

い
な
い
（
助
成
は
１
人
１
回
）

▼
対
象
費
用　

平
成
30
年
４
月
以
降
に
購

　

入
し
た
補
正
具
で
、
購
入
日
か
ら
１
年

　

以
内
に
助
成
を
申
請
し
た
購
入
費
用

▼
助
成
金
額　

上
限
１
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

若
狭
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
四
谷
町
）
☎
52
・
１

　

３
０
０

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
６
月
分
以

　

降
の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
。
詳
細
は
現
況
届
に
同
封
の

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３



「プレミアム付商品券」について、市や国の機関（内閣府など）が・・・

   ① 手数料などの振り込みを求めること
   ② 銀行やコンビニなどの ATM（現金自動支払機）を操作させること
   ③ 現時点で、住民の世帯構成などの個人情報を尋ねること
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対象者 購入限度額
（購入は5,000円単位） 手続きの方法

平成 31 年度住民税非課税者※１

（基準日＝平成 31 年 1 月１日）

商 品 券 2 万 5000 円 分

（販売額 2 万円）

８月以降に、対象と思われる人に文書で通知します。

通知のあった人は、市民福祉課に申請してください。

後日、対象者であることを確認できた人から購入引

換券を送付します。

平成 28 年 4 月２日〜令和元年 9 月

30 日に生まれた子（対象となる子）

がいる世帯の世帯主

商 品 券 2 万 5000 円 分

（販売額 2 万円）× 対象

となる子の人数

９月ごろに、対象者に購入引換券を送付します（事

前の申請は不要）

「プレミアム付商品券」を販売します
■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6011

　　      プレミアム付商品券に便乗した、
　　     「特殊詐欺」や「個人情報のだまし取り」にご注意ください！！

これらは、絶対にありません！

　自宅や職場などに、市や国の機関をかたった電話がかかってきたり、
郵便が届いたりしたら、迷わず市や最寄りの警察署、相談専用電話など
に連絡してください。

小浜警察署☎ 52・0110 ／警察相談専用電話☎ #9110 ／市民福祉課☎ 64・6011

➡

収　　入 支　　出
予 算 額 収入済額（うち下半期分） 執行率 予 算 額 支出済額（うち下半期分） 執行率

収益的収支 4 億 9,762 5 億 1,009（2 億 6,120） 102.5 4 億 1,362 3 億 9,330（2 億 2,314） 95.1
資本的収支 3 億 2,118 2 億 9,469（2 億 9,469） 91.8 5 億 6,475 5 億 3,858（4 億 4,824） 95.4

（単位：万円・％）

市有財産の現在高
土地 1,147,783㎡
建物 182,305㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,300 万円
出資による権利 1 億 1,390 万円

基金
一般会計 18 億 5,652 万円
特別会計 6 億 5,378 万円

市債、一時借入金の現在高
一般会計 161 億 7,680 万円
特別会計 153 億 7,056 万円
企業会計 15 億 3,589 万円
一時借入金 0 万円

会 計 名 予 算 額
収　　入 支　　出

収入済額（うち下半期分） 執行率 支出済額（うち下半期分） 執行率

国民健康保険事業 31 億 2,154 28 億 9,528（17 億 9,097） 92.8 29 億 4,203（19 億 2,069） 94.2
後期高齢者医療 3 億 7,964 3 億 5,832（2 億 3,536） 94.4 3 億 6,810（2 億 4,513） 97.0
介護保険事業 33 億 2,244 27 億 1,886（13 億 6,786） 81.8 29 億 7,864（16 億 2,639） 89.7
簡易水道事業 9,068 6,254（2,980） 69.0 6,303（3,651） 69.5
下水道事業 17 億 4,315 6 億 5,868（3 億 4,732） 37.8 14 億 8,410（8 億 6,769） 85.1
農業集落排水事業 4 億 6,998 2 億 4,165（1 億 2,180） 51.4 4 億 5,610（2 億 4,089） 97.0
漁業集落環境整備事業 5,638 3,282（1,662） 58.2 4,578（2,520） 81.2
加斗財産区運営事業 3 3（0） 102.2 2（2） 68.1

（単位：万円・％）

科　　目 予 算 額 支出済額（うち下半期分） 執行率
議会費 1 億 8,248 1 億 7,238（8,257） 94.5
総務費 34 億 3,017 26 億 8,795（14 億 6,015） 78.4
民生費 44 億 2,069 35 億 4,655（20 億 2,757） 80.2
衛生費 17 億 2,187 15 億 498（9 億 9,342） 87.4
労働費 1 億 9,411 1 億 7,196（928） 88.6
農林水産業費 11 億 7,898 6 億 3,141（4 億 3,486） 53.6
商工費 5 億 9,658 5 億 2,878（2 億 6,670） 88.6
土木費 29 億 4,609 11 億 7,654（8 億 417） 39.9
消防費 5 億 9,483 5 億 8,873（2 億 3,783） 99.0
教育費 14 億 2,003 12 億 3,646（7 億 4,385） 87.1
災害復旧費 2 億 5,470 2 億 448（1 億 1,227） 80.3
公債費 17 億 7,436 17 億 974（8 億 405） 96.4
予備費 421 0（0） 0.0

合　　計 187 億 1,909 141 億 5,997（79 億 7,672） 75.6

（単位：万円・％）

科　　目 予 算 額 収入済額（うち下半期分） 執行率
市税 36 億 1,894 34 億 6,000（15 億 4,243） 95.6
地方譲与税 1 億 4,094 1 億 4,094（1 億 345） 100.0
利子割交付金 750 750（426) 100.0
配当割交付金 1,425 1,425（1,005） 100.0
株式等譲渡所得割交付金 1,225 1,225（1,225） 100.0
地方消費税交付金 5 億 5,025 5 億 5,025（2 億 4,123） 100.0
自動車取得税交付金 4,927 4,927（3,289） 100.0
地方特例交付金 1,692 1,692（0） 100.0
地方交付税 50 億 6,767 50 億 6,767（18 億 4,496） 100.0
交通安全対策特別交付金 261 261（124） 100.0
分担金及び負担金 2 億 2,816 1 億 7,134（1 億 661） 75.1
使用料及び手数料 2 億 9,264 2 億 8,677（1 億 4,728） 98.0
国庫支出金 21 億 6,016 17 億 4,366（11 億 1,675） 80.7
県支出金 26 億 5,484 11 億 8,601（9 億 9,255） 44.7
財産収入 4,664 4,342（3,947） 93.1
寄附金 3 億 7,185 3 億 6,692（2 億 8,483） 98.7
繰入金 5 億 2,815 5 億 2,815（5 億 2,815） 100.0
繰越金 6 億 9,640 6 億 9,640（0） 100.0
諸収入 6 億 1,204 4 億 5,041（3 億 7,658） 73.6
市債 16 億 4,763 3 億 4,630（3 億 4,630） 21.0

合　　計 187 億 1,909 151 億 4,102（77 億 3,127） 80.9

（単位：万円・％） 　平成 30 年度下半期（10 月 1 日〜
3 月 31 日）の市予算の執行状況な
どをお知らせします。
※数値はすべて表示桁未満を四捨五
　入していますので、合計などが合
　わない場合があります

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

【平成31年3月31日現在】平成 30 年度 下半期の財政事情をお知らせします

市民 1人当たりで
換算しました

市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われるお金

市民 1 人当たりの
市債残高

市民 1 人当たりの
基金残高

… 123,674 円

… 639,706 円

… 552,826 円

…   63,445 円

※ 3 月 31 日現在の人口 29,262人

主な連絡先

一般会計（歳入）

一般会計（歳出）

特別会計

企業会計（水道事業）

商品券の購入・使用について
【販売・使用期間】
10 月 1 日㊋〜令和 2 年 2 月 29 日㊏
※販売する場所や使用可能な店舗については、対
　象者への申請案内通知または購入引換券を送付
　する際に改めてお知らせします
※商品券の使用に関する問い合わせは商工観光課
　☎ 53・9705 まで

※１ 住民税課税者と生計が同一の配偶者および扶養親族や、生活保護を受けている人などは除きます

こんな人は相談してください
　対象者のうち、配偶者からの暴力を理由に本市に

避難している人で、事情により平成 31 年 1 月 1 日

以前に本市に住民票がない人は、市民福祉課☎ 64・

6011 に相談してください。一定の要件を満たした場

合は、本市で購入引換券を受け取ることができます。

【相談受付期間】5 月 27 日㊊〜 6 月７日㊎

消費増税の影響を緩和
　消費税・地方消費税率の引き上げが、低所得者や子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、地域に
おける消費を喚起し下支えするため、プレミアム付商品券の発行・販売を行います。

対象者には８月ごろから順次通知
　購入できる人（対象者）は、下の表のとおりです。
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女子バレーボール部　キャプテン

周
り
の
支
え
が
力
に
な
っ
て
い
る

（小浜中学校 3年生）

　

小
浜
中
学
校
の
体
育
館
で
大
き
な
声
を

響
か
せ
な
が
ら
練
習
に
励
む
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
。
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
田
原

さ
ん
は
、「
全
員
で
声
を
掛
け
合
い
、
全
力

で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
姿
」
に
魅
力
を

感
じ
て
中
学
校
か
ら
競
技
を
始
め
ま
し
た
。

　

部
で
は
、
普
段
か
ら
試
合
に
勝
つ
こ
と
を

意
識
し
練
習
を
実
践
。
先
日
の
春
季
大
会
で

は
努
力
が
実
り
、
前
回
大
会
を
上
回
る
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
田
原
さ
ん
は
、「
部
員
同

士
が
競
い
合
い
、
互
い
に
高
め
合
っ
た
こ
と

が
結
果
に
結
び
つ
い
た
」
と
喜
ぶ
一
方
で
、

「
今
後
、
ど
れ
だ
け
の
課
題
を
克
服
で
き
る

か
が
勝
負
」
と
気
を
引
き
締
め
直
し
ま
す
。

　

リ
ベ
ロ
と
し
て
守
備
を
専
門
に
活
躍
し

て
い
る
田
原
さ
ん
。「
ト
ス
が
上
げ
や
す
い

よ
う
に
、
レ
シ
ー
ブ
の
精
度
を
高
め
る
こ

と
が
自
分
の
役
割
。
レ
シ
ー
ブ
で
は
誰
に

も
負
け
た
く
な
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
「
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
こ
れ
た
の
は
み
ん
な
の
お
か
げ
。
周
り
か

ら
の
声
や
助
け
が
力
に
な
り
、
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」。
チ
ー

ム
メ
イ
ト
や
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
、
地
区
大
会
優
勝
、
そ
し
て
県
大

会
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
突
き
進
み
ま
す
。

田
た は ら

原 友
ゆ い

結 さ
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

形
に
残
る
仕
事
に
や
り
が
い
感
じ
る

（22歳・羽賀）

　

市
内
の
現
場
を
中
心
に
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
「
型
枠
」
の
加
工
や
組
み
立

て
を
行
う
型
枠
大
工
と
し
て
、
重
田
組
で

働
く
藤
田
さ
ん
。
友
人
か
ら
の
紹
介
も
あ

り
、
昨
年
６
月
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ

て
い
た
建
設
業
界
に
転
職
し
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
公
共
・
民
間
を
問
わ
ず
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
建
築
物
を
施
工
。

藤
田
さ
ん
は
、「
自
分
の
仕
事
が
形
に
な
っ

て
残
り
、
人
々
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

現
在
施
工
中
の
現
場
で
は
、
建
設
規
模

が
大
き
く
、
多
種
多
様
な
職
人
が
集
ま
っ

て
作
業
を
実
施
。「
工
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
た
め
に
も
、
他
業
者
と
の
連
携
が
必

須
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

入
社
か
ら
も
う
す
ぐ
丸
１
年
が
経
と
う

と
し
て
お
り
、「
最
近
で
は
、
小
さ
い
な

が
ら
も
任
さ
れ
た
現
場
を
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
、
自
信
と
成
長
に
結
び
つ
い
た
」

と
言
う
藤
田
さ
ん
。「
一
日
一
日
の
仕
事
に

全
力
で
取
り
組
み
、
大
き
な
現
場
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
へ
の
恩
返
し
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藤
ふ じ た

田 蒼
そ う ま

麿 さ
ん

勤務先　（株）重田組

心
の
“
垣
根
”
取
り
払
い
交
流

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
の
男
女
13
人
が
所

属
す
る
、
若
狭
東
高
校
国
際
交
流
活
動
部
。

週
２
回
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
英
語
を
学
ん
だ

り
、
同
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

や
そ
の
家
族
と
外
国
料
理
を
作
っ
た
り
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
藤
原
さ
ん
は
、
部
員
た
ち
の
様
子

を
「
学
年
ご
と
に
異
な
る
カ
ラ
ー
が
あ
る
」

と
言
い
、「
３
年
生
が
大
人
し
い
の
と
対
照

的
に
、
２
年
生
は
に
ぎ
や
か
で
パ
ワ
フ
ル
。

け
ん
引
力
が
あ
っ
て
心
強
い
が
、
盛
り
上
が

り
す
ぎ
て『
暴
走
』す
る
こ
と
も
」と
苦
笑
い
。

こ
の
春
入
部
し
た
１
年
生
に
つ
い
て
は
、「
こ

れ
か
ら
カ
ラ
ー
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

ど
う
な
る
か
楽
し
み
で
す
」

　

昨
年
７
月
に
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
・

西
安
市
の
高
校
生
と
英
語
で
交
流
し
た
藤
原

さ
ん
。「
向
こ
う
の
レ
ベ
ル
が
高
く
て
驚
い
た
。

こ
ち
ら
は
な
か
な
か
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
も
交
え
て
楽
し
く
交
流

す
る
う
ち
に
、『
外
国
人
』
と
い
う
垣
根
を
感

じ
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
普
段

は
つ
い
学
年
ご
と
に
固
ま
り
が
ち
。
ま
ず
は

『
学
年
』
の
隔
た
り
を
取
り
払
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
り
良
い
食
生
活
を
自
ら
実
践

　
「
私
達
の
健
康
は
、私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う「
食
生
活
改
善
推
進
員
」。

　

小
谷
さ
ん
は
、
市
の
推
進
員
に
な
っ
て

35
年
。
現
在
は
若
狭
地
区
と
福
井
県
の
連

絡
協
議
会
の
会
長
も
兼
任
し
て
お
り
、
忙

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
事
は
『
お
い
し
く
、
楽
し
く
』
食
べ

る
こ
と
が
大
事
。
そ
こ
に
『
健
康
に
』
を

加
え
る
た
め
の
ひ
と
工
夫
を
学
ん
で
、
よ

り
良
い
食
生
活
を
自
ら
実
践
し
、
周
り
の

人
た
ち
に
伝
え
る
の
が
、
私
た
ち
推
進
員

の
役
割
で
す
」
と
話
す
小
谷
さ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
各
地
で
、
高
齢
者
向
け
の

栄
養
講
座
や
、
男
性
対
象
の
料
理
教
室
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
・
性
別
・
生
活
様
式
に
合
わ

せ
た
き
め
細
か
い
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
谷
さ
ん
は
、「
適
切
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
食
事
の
量
は
、
年
齢
や
性
別
、
体
格
や

働
き
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
」

と
言
い
、「
私
た
ち
の
活
動
が
、
食
生
活
を

見
直
す
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
「
楽
し
く
健
康
な
食
事
は
、
心
も
体
も
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一

度
、
講
座
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
」

小浜市食生活改善推進員

（67歳・本保）

小
お だ に

谷 清
き よ み

美 さ
ん

国際交流活動部　部長

（若狭東高校３年生）
藤

ふ じ わ ら

原  彩
あ や か

華 さ
ん

燃えろ！青春！部活道



　

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
下
顎
は

16
歳
～
20
歳
ご
ろ
、
上
顎
は
20
歳
～
20
代
前

半
ご
ろ
が
最
も
抜
歯
に
適
し
た
時
期
と
言
え

ま
す
。
大
切
な
試
験
や
仕
事
の
あ
る
と
き
に

重
い
智
歯
周
囲
炎
に
な
る
と
大
変
で
す
の
で
、

学
生
の
場
合
は
長
期
休
み
を
利
用
し
た
計
画

的
な
抜
歯
が
理
想
的
で
す
。

状
態
に
合
わ
せ
た
治
療
法
を
選
択

　

智
歯
の
抜
歯
は
外
来
で
も
可
能
で
す
が
、

抜
歯
が
難
し
そ
う
な
場
合
や
患
者
の
恐
怖
心

が
強
い
場
合
に
は
、
入
院
（
１
泊
２
日
）
し

て
恐
怖
心
を
和
ら
げ
る
薬
を
点
滴
し
な
が
ら
、

局
所
麻
酔
で
複
数
の
埋
伏
智
歯
を
一
括
抜
歯

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
全
身
麻
酔

で
の
一
括
抜
歯
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
抜
歯

前
日
か
ら
の
入
院
（
２
泊
３
日
以
上
）
に
な

り
ま
す
。

　

公
立
小
浜
病
院
で
は
、
通
常
の
Ｘ
線
検
査

に
加
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
Ｃ
Ｔ
撮
影
も
行
い
、

安
心
安
全
な
智
歯
の
抜
歯
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
の
と
び
ら

健
康

智ち

し歯
（
親
知
ら
ず
）
の

抜
歯
は
計
画
的
に

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

歯
科
口
腔
外
科

土と

い

だ
井
田  
誠ま

こ
と  

医
師

生
え
方
・
埋
ま
り
方
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

現
代
人
は
古
代
人
よ
り
顎
が
小
さ
く
、

最
後
に
生
え
て
く
る
智ち

し歯
（
親
知
ら
ず
）

の
生
え
る
場
所
が
不
足
し
、
埋
ま
っ
た
ま

ま
に
な
っ
た
り
（
埋ま

い
ふ
く伏

智
歯
）、
傾
い
て

生
え
た
り
し
が
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
智

歯
は
不
潔
に
な
り
や
す
く
、
周
囲
の
歯
を

含
め
、
虫
歯
や
歯
ぐ
き
の
炎
症
（
智
歯
周

囲
炎
）な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
生
え
方
や
埋
ま
り
方
に
よ
っ

て
は
、
将
来
的
に
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
し
や
す
い
と
予
想
で
き
る
場
合

も
多
々
あ
り
ま
す
。
智
歯
の
抜
歯
は
16

歳
以
上
で
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
、
こ

の
こ
ろ
に
は
、
将
来
的
に
抜
歯
が
必
要

に
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
お
お
む
ね

可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
歯
医
者

で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

計
画
的
な
抜
歯
が
理
想

　

若
年
者
ほ
ど
歯
根
が
未
完
成
で
歯
の

骨
離
れ
も
良
い
た
め
抜
歯
も
容
易
で
す

が
、
あ
る
程
度
生
え
て
こ
な
い
と
削
る
骨

の
量
も
多
く
な
る
な
ど
、
抜
歯
時
期
が

早
過
ぎ
る
の
も
問
題
で
す
。

【アクセス】

小浜市池河内 31-9-1

ＪＲ東小浜駅から車で 12 分

小浜ＩＣから車で 14 分

【文と写真】

地域おこし協力隊 オカモト

池河内の阿
あ み だ

弥陀立像

　池河内集落センターのすぐそばに阿弥陀堂があり、
高さ１.７㍍ほどの阿弥陀如来立像が安置されています。
　この像が作られたのは、平安時代の末期ごろ。疫病
の流行や源平の戦いなどで混乱を極め、「仏教の教えが
廃れ、世が乱れる」という「末法思想」が流行したこ
とで、人々を極楽浄土に導くという阿弥陀仏に信仰が
集まった時代です。
　近くに住む川畑さんの話では、「当時を詳しく伝える
史料は残っていないが、こうした思想が京の都から池
河内にも伝わり、お堂がつくられたのでは」とのこと。
　昭和32年には村の3分の1が焼失する大火に見舞
われるも、像だけは村人の手で何とか難を逃れました。
　人々の心の支えは、今なおこの地を見守っています。

☝至ＪＲ東小浜駅

池 河 内 の
阿弥陀立像

県道 23 号線

日本の文化を学ぶ
「伝統文化子ども教室」

■問い合わせ　文化会館☎️ 53・9700

気
軽
に
触
れ
ら
れ
る

日
本
の
伝
統
文
化

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
承
し
て

い
く
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
体
験
・

習
得
し
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
す
る

「
茶
道
」「
華
道
」「
尺
八
」
の
３

種
類
の
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

道
具
な
ど
は
、
教
室
で
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

知ってほしい
、

役に立つ事業
をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル

教室 尺八 お茶 お花

講師 若狭尺八都
とざん

山会 小浜市茶道連合会 小浜市華道連合会

対象 小学４年生〜
中学 3年生

小学 1年生〜
中学 3年生

小学 1年生〜
中学 3年生

受講料
（材料費）

無料 400 円／回
600 円／回

（12月および総合文化祭
への参加は 1000 円）

基本会場
文化会館（大手町）４階

小会議室５ 和室 大会議室

基本開催日 第２土曜日 第 3土曜日 第 4土曜日

備考 都合により日程などが変更になることがあります。

教
室
は
月
１
回

　

教
室
は
、
５
月
〜
２
月
ま
で
、

月
１
回
実
施
。
各
教
室
は
別
の
日

に
行
わ
れ
る
た
め
、
複
数
の
教
室

を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

稽
古
の
成
果
は
、
２
月
に
行
う

合
同
閉
講
式
や
、
毎
年
11
月
に
開

催
し
て
い
る
「
小
浜
市
総
合
文
化

祭
」
に
合
わ
せ
た
発
表
会
な
ど
で

披
露
し
ま
す
。

●尺八教室

「尺八」とは、竹から作られる

木管楽器のことです。

教室では、基本の音の出し方

から教わって、伝統的な曲や

現代のアニメソングなどの演奏

を通じて和の音色を学びます。

●お花教室

季節の花の生け方

や楽しみ方を教わ

り、花を通じて季

節の移り変わりを感

じ、命を愛でる心を

学びます。

●お茶教室

おじぎや立ち方・座り方

などの作法や、お茶のた

て方、お菓子のいただき

方を習得することを通じ

て、日本の「おもてなし」

の心を学びます。

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
第 44回

明通寺
●

★

■令和元年度の開催予定



（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

⓳ 広報おばま　令和元 . 6

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

誕生会※
とき：26 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

親子運動遊び※
とき：7 日㊎、21 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

■各種相談・休館日など

広報おばま　令和元 . 6⓲

エイズ・肝炎相談、検査
とき：3 日㊊、17 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に関
する検査や相談（月〜金）
を受けることができます

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 4 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 13 日㊍、27 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

行政相談 18 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 20 日㊍ 13 時〜16 時 福井県社会福祉協議会嶺
南支所 同☎ 52・7833

結婚相談 20 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 22 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

法律相談（消費生活トラブル）※ 27 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

心配ごと相談
とき：12 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談

こころの相談※
とき：毎週㊌ 10 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：4 日㊋、18 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、アルコール
問題、認知症に関する相
談に精神科医が応じます

ミュージックケア※
とき：19 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
音楽に合わせて、親子で
体 を 動 か し て 楽 し み ま
しょう

子育てワイワイ広場
とき：10 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：10 日㊊
　　　10 時〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

人権相談
とき：1 日㊏　
　　　10 時〜18 時
ところ：働く婦人の家
　　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

■子育て情報 ■今月の休館日 ■今月の休日当番医

市立図書館
4 日㊋・11 日㊋・16 日㊐・18 日㊋・
25 日㊋・26 日㊌

市民サービスコーナー
16 日㊐
※ 15 日㊏はシステム改修のため、
    マイナンバーカードの交付や
    継続などの手続きはできません

温水プール
3 日㊊・10 日㊊・17 日㊊・24 日㊊

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

2 日㊐　
　　

：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

9 日㊐　
　　

：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

16 日㊐　
　　

：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

23 日㊐　
　　

：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

30 日㊐　
　　

：★田中病院（遠敷十丁目）
　　☎ 56・5353

若狭図書学習センター
3 日㊊・10 日㊊・17 日㊊・26 日㊌
※ 27 日㊍は 2F のみ休館

スクスク元気っ子教室
とき：18 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

カフェ・ぽ〜れ
とき：13 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：旧花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん
　　　☎ 090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

人の動き（5 月 1 日現在） 

・人口 29,253 人
　（前月比 -9 人）
　（前年同月比 -281 人）
　男性 14,339 人
　女性 14,914 人
　世帯数 12,034 世帯
・異動   転入  122 人  転出 111 人
　　　  出生　12 人   死亡　32 人

おひさまカフェ
とき：18 日㊋　
　　　10 時〜12 時
ところ：清右ヱ門（遠敷）
　　　問 F

エフ

フォーラム武
む と う

藤さん
　　　☎ 090・2039・9705
認知症予防に関わる人たちの
憩いの場です ※参加費 100 円

※★印のついた当番医の日は、小児患者は、
　 杉田玄白記念公立小浜病院（大手町）で
　 小児科医が休日診療を行います

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 25,000 円（税別）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

編
集
後
記

●今月は防災について特集▶最
近では「忘れる間もなく」襲っ
てくる災害、これから迎える台風
シーズンを前に日ごろからの備え
も忘れずにしておきましょう（竹）

●連休中は各地でさまざまな祭り
や神事が営まれ、取材へ▶奉納され
る舞や出し物など「祈り」の形は数
あれど、伝統を重んじ未来を思う
心は同じなのだなと感じました（池）

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

■今月の窓口

1階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年末年始を除
く）、市役所 1 階の窓口（市民福
祉課、高齢・障がい者元気支援課、
子ども未来課、税務課、環境衛生
課、会計課）では、執務時間を
18 時 30 分まで延長しています。

〜高齢者活躍人材確保育成事業〜

≪ ≫



公式Facebookで
地域の情報を発信中

市内のイベント情報は
観光協会公式サイトから
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写真連載Life
輝く子どもたち

たけのこ掘り体験（加茂・4月 29日）

力を合わせて掘り当てた、大自然からの贈りもの。

おいしいご飯になったなら、次から次へとむしゃむしゃ、ぱくぱく。

その勢いは、まるで日ごとに背を伸ばすたけのこみたい。

でも、そんなにあわてなくてもいいよ。

ゆっくりじっくり時間をかけて、心も体も大きくなろう。




